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精神分裂病患者の幾何学的錯視について
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裂病患者に対するMtiller－Lyer錯陞の影響に関する

　　　　　　　　　序論　　　．　検討を行っている。
既に塒してきているように1）2）3）‘）”・）6），箪者の研究

グル．プではMtiller－Lyerの幾何学麟視彫の変　　　　　爽櫛法
法を、色々と考案している。その際，心理・生理学的　　　　本実験は1次の四種類の’MUIIe「”Lye「図形の変法

に不可分な現象としての錯覚（錯視）の成立機転につ　　　をもとにして行われた。つまり，i）・左側の内向図形

いても，精神生理学的乃至臨床生理学的な検討を試み　　　（斜綜が基線の側に傾いているもの）を漂準とし・右

ている二この現象に関して臨融1め如くt古来・　側の外向図形（斜線力滋線の外側に傾いているもa））

MUIier－Lye壷図形iた墓ミ以外に，色々な図形による実　　　を変化刺激としズ，これを白由に変化さ・せることにょ

験・考察7）8）がなされていて，未だ成立についての定　　　り，外向図形の直線の長さが内向図形のそれと等しく

説は認められていない。　　　　　　　　　　　　　　みえるような位鷺を被検者が自由に作り出せるように

従って，今回の報告のように，疾病，就中・精紳分　　　配周し・実験者がその長さを実測できるようにした・

獅を撒とした，．Mtiller－Lyer・au視嚇床生騨的　（図1，〔・〕・参照）轍に恥’た図形は，内向1＊1形の

検討を行う嘩際し．ても；’・現象論的展開がrlコ心になるこ　　　直線の長さ（16crn）は一定であるが・羽の長さ及び角

とば或る程慶はさけら撚ない。　　　　　　　　　　　　度に関しては，20n，40n，60n，及び15°，30°，45°，

　さて，筆者が，錯視の臨床生理を間題にするにあた　　　60°，75°，90°と変化のあるもの，計，18組を用意

り，何故，と12あえず精神分裂病という疾病を取り上　　　した。（ただし，図の20をこの場合の角度と定義して

げていちのか？論を進める匿あたって簡単に述べてお　　　いる）ii）・漂準を一定の直線（8CVt）とし，変化刺激

きたい。　　　　．　　1　．　　　　　　　　　　　　　の羽の長さが，1cm～14cntと変化のあるもの一一可i変

　周知の如く，精紳分裂病という疾病は，所謂，奇異　　　羽試験一。羽の角度は90°で一定とする。（図1，

な疾病で，精神病理学的所見，例えば，幻覚・妄想，　　　〔b〕・参照）iii）・標準（直線），変化刺激（外向図形）
　　　　　ご　　コ，　コ　　，　　り　　　　　　　　の　

或いは，作為体wa，／’思考奪取隻黛界没落体験などが，　　　共に相似的に大きさが変るもので，直線の長さはそれ

鮮かに認められるような場合｝こも，これを裏付ける　　　それ，2cm・4〔職　80nl，12Cnt，16Cm，20Cm・24｛泓28

神経病理学的背鍛は殆んど未知に近い。精神病学に於　　　cmとした。（図1，〔b〕が基本図形）iv）・標準刺激
サ　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　．

ては，このような疾病を内因性の疾病として，一応，　　　を直線（8crn）とし，変化刺激を内向図形とL，羽は，

詑載し七いるわけであるが，その背後に，生物学的，　　　1～6cmの範囲で可変，その角度は，やはり1・90Rで

つまり，器質的基盤がありそうだという推測が行われ　　　一定にした。（図1・〔c〕。参照）

ている。今，錯覚という現象を，唯単に，心理現象と　　　被検巻は・．治療継続中の精神分裂病の男女患者で・

してではなく，心理的・生理的現象とみなす時，1臨床　　　対人接触の可能性を或る程度以上拡げ，次の如き要領

坐理学的な側面から，最も端的かつ抱括的にとりあげ　　　の突験説明を理解できたものを対象とした。

ることができるものの一つに，疾病を有する者の錯覚　　　・※〈実験に関する説明要領〉一”この実験は病気

体験についての問題があるのではなかろうかと考えら　　　が璽いとか軽いとかの判断に寄与するものでないどい

れる。筆者は，このような予測をもとにして，精神分　　　うことを先ず念頭においていただきたい。左の直線
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　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．内向図形と外向図形の比較による錯視
　e　　　　A　　　　　　　一Ω　　　　　効果
　　　1　　　　　　　　1　　　　　　　　　　瞳

　　　；　　1　　1　　’　　MUller－Lye咽形による実験に於て，羽の長さ猷
　　　l　　　　l　　　　　l　　　　　　　　となる程，又，その角度が小となる程，錯視効果は大

　　　16・m　　　　8cm　　　　・川a励　　　　　　　　　きく現われることは既知の喜柄であり，筆者等4）も既

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　に検討している問題である。ここでとりあげる精神分

（b）　　　　1　　　裂病儲群（男子、2・名，好，2。名）捌象として
T－↑　　　　　　　　　　　　　　行った結果を眺めてみても，図2の捧グラフに示され

　　　l　　　　l　I　　　　　　　l　　　　た如く，全体の傾向として，錯視成立に於ける既知の
　　　l　　　　　　　I　　t　　　　　　　　　　　　　l
　　　l　　　　l　l　　　　　　　　s．　　　原則を修正する必要は一応認められない。しかし，個

　　　8　4；3　　　9°　・の例では，蘇の現われ方力・不安定．不規則なもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もあり，かつ変化に乏しいものも認められた。
（c） @　　｝・5・　　尚，ここで注・すべき・と・・，好群の鑑繍
　　　　　　・、　　　　　　　　　　　　　いずれも男子群に比して大きく現われているというこ

1　；ll　　・であ・・
l　　lll　　　　　　　　［コ♂圏♀
8　　：　　　4　：　3　：　8　　　　　　　　　　　　－＿2　　　　（◎Bし1QUE　LINE：2Cm》

　　　　　　　　　　　　　　variable
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－・1

　　図1　実験に用いた図形
　　　　　　（M廿ller－Lyer図形の変法）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i5°　30°　40°　　60°　　75°　　90°

と，右の慮線とが等長にみえるような位置を，右側を　　　　＿

伸縮して作咄すことは誰にでも出来る簡戦ことで　章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2
ある。（実際に実験者が行って見せながら説明する…　　　　乙

・一 jしかL，このようにして1乍り肌た右側の醐　
箋一一．1

も，実際測ってみると，左のそれと決して等長になっ　　　　di

ていない。これは，所謂，錯覚を起しているわけであ　　　岩
る．錯覚というものは，・のよう1・：人1瑚誰｝・でも起る　2　1S°3・°45c　6・°、75‘9・°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
現象で，病人だから起るというものではない。そこ　　　窪

で，この爽験のねらいは，簡単にし・えば，儲・健康　　く一一2

者を間わず，常に，仕損い，見誤りがある筈である

が，若し，そこになんらかの条件のようなものがある　　　　　『1

とすれば探してみたいというところにあるわけで，病

気に就いての判断には湖妾関係のない撒であるか　　　15・3・・4ぴ6。・75・9ぴ

ら鍵諜論騰罐臨、よ，。の、う　SL・PE・…UQUE　LINE（・・g・ee）

な説腰働脚・姻に蜘鵡・撚でかっ　図2脚欝搬こ基づく錯視量の
安定した形で，理解し，実験に協力してくれるかとい

うことに関してであり，さし当り，音響・照明・温　　　更に，すべでの錯視図（縦軸：y，に錯視量，横

度・湿度等の，物理的環境条件は考慮に入れることな　　　軸：x、に羽の角度を目盛り，錯視の起り方の特微を

く，でぎる限り，実験潜対被検者の関係を，〈わたく　　　一口で把握出来るようにしたもの一・一一一eq　5～図9惨

し〉とくあなた〉，という，心理的に自由な状況にお　　　照）に就て，最小自乗法による回帰薩線，y＝a＋

きながら実験を進めた。従って実験所要時間も特に制　　　bxを求めた。ただしa，　bは定数であり，勾配係数

限しなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　（b）に関しては，図3のようなヒストグラムを作っ

（OBしIQUE　LINE：4cm⊃

（08UQUE　L：NE：6cm）



第・2号　　（1968）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73－（198）

0，L，　：2cm　　　　　O．L，；4cm　　　　　　　O．L：6cm

♂

50％

♀

pt nし05　　　　　0．05　　－0．05　　　　0．05　　　－0，05　　　0．05

O，L，：　oblique　line

図3図1（a）による実験で得た錯院図に於ける回露1｝1畠：線：

　　　y＝a＋b・x，の勾配係数・bのヒストグラム（llil

　　　帰直線は最小臼乗法により，男女両群計，・10名に就

　　　いてそれぞれ求めた）

てみた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うな特徴をもつかということに就いても検討したが，

　これから分るように，羽の長さとか，性別にはかか　　　疾病特異性は現われず，むしろ，性差の方が強く影響

わりなく，70％以上の例で，bは0～0．02の範囲に分　　　することが伺えた。つまり，男子に比し女子の方が右

布しており，殊に特徴的なことは，係数・bが魚の値　　　上の方に多く分散しているということである。

をとることが少なからず認められているということで
ある。これなどは，羽の角度増大による効果が，逆，　　　　　　　　　　　　Adult　　♂：e’♀：O

つまり，角度が大となれば錯視効果が小さくならなけ　　　　　　　　　　　　Patient　♂：へ♀：△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坐ればならないのに，反対に大ぎく現われている奇妙な

現象である。かかる現象に関する基礎的な論議は考察　　　　　4

にゆずるとして，実際，係数・b，が魚の値をとる者　　　ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m臨男子：8名，女子：9名であり，そのうち，羽，　　　　E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孕
2cm，4cm，6cmのすべての場合に負の値をとったもの　　　葦2

は，1名（女子），3本の回帰慮線のうち，2本迄・負　　　霧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D
の値をとっているものが，4名（男女，2名づっ）で　　ゴ

あ・た・これらの症例の多くom，好ましくなし悔床像　ts

を呈しており，仮に，賭けのう艇難し燃態に　2°

あ・ても瀕・として増麟をくりかえして・・るも　奎

の，或いは，欠陥状態を残しながら慢性の経過をたど　　　く

りがちな患著に比較的多いという結果を得ている。後

　　　　蝿3△8▲

△塾亀搾・°

▲・♂°△．

　▲　●

購異繍視蹴示した症例，5例蹴、、て欄する　　　゜・°2°・°4°・°5°・°8
が，・例迄がこの傾向を強く飢で、、る。　　　　　VALUE°F　b　f°「（y　＝a＋bx）

尚，図・・如く耀（羽・鍍・暁騰b　図4灘灘甥器と回髄線の勾
との分散図を作り，健康者群に対して患者群がどのよ　　　　　　　一一一健康者群と患者群との比較一



　　7．ト（1，，♪　　　　　　　　　　　　　信腿誌第「7巻
　　　　　　　　　　〔症剛　　　　　は大きも外1咽形の過畑効果は保た才tているとは
　　　徽図覗る陶では諾・fの症例＝frc，て，柳この　bうものの・羽の鍵磯響がくず2zていたり・触

　　或礁嚇響綬けて一隙な…一・，父は，あり　の裸が及ぼなかったり（図5），151・羽の角度によ

　　嗣からざるような，逆の蘇力・現棟削してい　る裸が逆1・現われたりしており（図6）・回髄線

　　る．ここでは，典型的｝・郷1を繍視図・・ri一ンを示し　・’・…　a＋b・・に於ける・bのf直がいずオ・験とな・

　　たr）例に就いて，鼎1内な個々の剛｛阯の関脳二泡　た好の1例綱酬である・

　　言及しておきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』a、0、し．－2cm

　　　　　症例，1．M・・K・，41才，男子　　　　　　　1　　　　、　b…L・　4・m
　　　危来，内気・小心であったが，発病は始めてらし　』　　　　　　　　　　　　　し・0・L’＝’＝　6　cm

　　く，徽欠如．醐．被書妄想・不眠・㈱翻性プc　　°

　　奮などが急遽に著明となり，昭和41年6月に入院す　　　　§．i

　　解痢い，　・1ケ川」に1蛙院する・その後叫来治療の　箋2

　　縄も・く，嚇・も復帰している・　　　　ご．，
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　　　ー日　　　　　　　　　』　　　aOL　’2　Cl“　’　　　引8　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ

　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5
，一一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c、0．L、　”6cm

5
　　　
岩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　30　　　45　　　　60　　　75　　　　90

雪一、　　　　　　　　　　・L・・・…BLIQUE　L1・E（・・g・ee＞
：ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Subiect；　♀　37yr

しL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c

室

藷　4

・－
T

　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　症例，3．T．1．，21才，男子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恐らく，15～16才頃に発病。昭和39年10月に入1ぢ己し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て以来，種々治療を行ったが，病識欠如・感情鈍麻・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支離思考・関係妄想・被害妄想などが固定的で，感情

lS　30　45　60　75　90　　　移入力咽難な場合が多い。人格水準の低下は著明・

　SLOPE　OF　OBUQUE　LINECdegree）　　　　　　　　　症例，4・K・L・38才，男子

　　　Subiect：♂41yr　　　　　．　　　　　　携識欠如。感情鈍麻。皮離思考・関係妄想・被筈妄

　　図5棚・の鮒見図　　　想’1階酬腋間㈱’備行為α）などが熱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和40年6月入院。以来，種々治療を行っているが病

　　症例，呂，F・Tl・37才，女子　　　　　　　　　　　識は全く現われず・了鯉li間難なことが多い。しかしな

　病識欠如・脚閉・，被害妄想・幻聴・不眠などが著明　　　h’；ら，一般に，極く日常的な対話は一応可能であり1

となり，昭和41年2月に入院する。薬物療法，精神療　　　院内に於ける簡単な作業療法には参加している。人格

法，作業療法の効果は大で，院内適応にはかなり早い　　水準の低ドはかなり著明。

時期に成功するので，約1年の間に，2剛程・家庭復　　　　癌例，3・及び4・は，典型的な・慢性の人格崩壊

帰を試みているが，2～3週間目に病的体験が前景化　　　過程の内にある例で，実験に際しても無頓着の態度が

し，その都度復帰に失敗している。　　　　　　　　　　口立った。錯視図は，図7及び，図8の如くである

　この2例は，いずれも，白閉的態度・被害妄想が強　　　が，殊に前者では，外向図形の過大視効果それ自体が

くて入院に及んでいる例であるが，一一．一応，治療の効果　　　不安定であると共に，羽の長さ・角度の効果も逆に現

が大であること，人格の荒廃化が進んでいないという　　　われたり，不規則であったりして，錯視最推移のパタ

点ではよく似ている。錯視図（症例，L咽5，症例・　一ン全体遡寺異化し誠に奇異な印＊を与えてし’る・

2、；図6）は，増悪期を脱し，対人接触可能となった　　　更に，後者でも，パター一ンの乱れを否定することはで

時期に行った実験に基づいたもので，いずれも錯硯貴　　　きない。



第2号（1968）　　　　　　　　　　　　　　　75－（2°°，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向図形の効果が崩れ，或いは，羽の角度の効果が逆に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現われたりして，本質的には，症例，3．及び，4の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合と共通した要素を含んでいるようではあるが，臨

　　゜　　　　　　　’1　　床的にはかな狼い状泌・あるわけで，これなどは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錯視の臨床生理学的研究の困難性を示唆する一例でも

∈

3－2
z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 alO．L日罵2am
9

ゴ

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　E
o－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

卜　a二〇．しコニ2cmz垂　　　・…い4・m　　婁。
｛　　　　　　　　c；0．L・－6・m　　　　　」

一6 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧

153・456・759・　　婁’“2
SLOPE　OF　OBLIQUE　LINE　（degree＞

Subiect：　♂　21yr

図7　　症例3の錯視図　　　　　　　　　　　　　　　15　30　45　60　75　go

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SLOPE　OF　OBLIQUE　UNE　（degree）
　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Subiect：　“；　28ソr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圖9　症例5の錨祝図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a

ぞ　o　　　　　　　　　　　　　　　c　　　　　　2，直線と外向図形の比較による錯視効果
s
Z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錯視量決定の条件を単純化して．櫟準を一定のullts：線
o
雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8㎝）とし，外向ぎの可変羽図形の錯視効果も男女

』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者各々10名，計20名を対象として検討したが，その

岩｝2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果嫁図10に示されているように，女子群が男子群に

tl　　　　alαL□2己m　　比べて難蝦力状き槻われている。
8
瑳

鱗

　　　　　　　　1：1：に1：：　　・・標獅1・線・汲畷化轍・牌1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形）共に，大きさが相似的に変る場合の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錯視効果

153δ「瞬　　 聯となる辮帳さRと等しく見えるように，外　　　　　SLOPE　OF　OBL【QUE　LINE（degree）　　　　　向きの羽をもつ変化刺激の基線を調節して，その畏さ

　　　　　　　　・ubi，gt、♂38y・　　　蝶肌，　R’を働ばR－R’：＝＝△R・即ち，錯腿が

・・症例・の錯視図　，惣禰’郵韓騨膿濃；，
　　症例，5，K．　K．，28才，男子　　　　　　　　　　　り，男女患者．それぞ10れ，名20計名を対象として，

次第に仕事に関心がなくなり，排徊・不眠・独語。　　これを求め，図11のような結果を得ている。

空笑が目立ち，しばしば，精神運動性冗奮・器物破損　　　　男子群，女「F群の間の相異は特に際立っていない

tsどを認め，昭和40年6月に入院する。治療開始後，　　　が，△R／R＝一定，となる区間が全く鋸められないこ

約1年間位で，蹴が著しく改善さ2t，　lllY，和41年9月　とは繭1111　の報告4）の1’1・1｝・於ける，痴鱗蹴いての

より社会復帰の準備としての院外労働を開始する。以　　　結果と・一・一致する。更にそれぞれの実測値の変異係数を

後，自発性・対人接触の可能性は璽に高まる。　　　　　求めてみると，図12のように，リ汝llli群とも50％以上幽

　図9の如く，本症例では，錯視図をみる限りは，外　　　となることが多く，不安定な錯覚が起っていると考え
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図12　　　図形の大きさを相似的に変化させる実験に於ける実測値の変異係数

　　　　　　　　　　　　　　　一男女両群の比較一

られるが，特に図形が大きくなるにつれて係数の値も　　　　　4．延1：線と内向図形の比較による錯視効果

極端に大となることが明らかになった。又，女子群の　　　　町変羽を内向きにした図形を用いて実験を行ってみ

方がやや多くばらついていることもわかった。　　　　　　ると，図14にみられるような結果が得られた。つま

　尚，錯視量の値自身に関しては，図13の如き結果が　　　り，ここでは男子患者群に比し，女子患者群の錯視効

得られ，り汝両群，大体同じ傾向を示している。　　　　果の方が弱く現われている。
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図13図形の大きさを相似的に変化させる実験に於ける錯院成立の傾向
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図14　・　　図1（c）による突験に棊つく錨院図
　　　　　　　　　　左側は男子についての結果

　　　　　　　　　　右側は女子についての結果
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚，男子群，女子群の間にみられる性差に関して

　　　　　　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　は，今回，特に主題にしたわけではないが，錯視現象

　・一一一般に錨覚というものは生理現象とされ9），Jas一　　のうえで必ずその相違があらわれ，直線と比較した内

pers，　K．なども，新たな病的加工としての〈幻覚〉か　　　向図形の実験の効果を除いて，女子群の錆視効果が大

らははっぎり区別さるべき，”真の知覚からの作り変　　となっていることがわかり，両性の生物学的本質の相

えによって生じた知覚”10）として記載している。殊に，　　違による影響を無視して，錯視に就いて論ずることが

ここで問題にしている幾何学的錨視などは，相良等11）　　不可能である二とが明らかになった。

も指摘しているように，”見られた図形のESS分の見掛　　　此等の錯観現象を，動物又は正常者を対象として，

け上の色・形・大きさ・位澱・などが，その際の刺激　　電気生理学的な側面から検討し，種々の所見が求めら

布蹴の変化，背景の変化によって変化する……”とい　　　れつつあるが，その内容については既に若干の報告14）

った、心理・生理的ゲシュタルトとして必然的に起る　　15）16）がみられる。今回，筆者の行った面接応答を中心

現象であって，疾病自体の直接構成する現象であると　　　とする問題解明の方法が，ある程度までは電気生理学

考えることは許されない。しかし，中村12）等の．見解，　　　的な方法による解釈と補いあうことが期待されつっあ

つまり，知覚を，刺激とEgoとを両極とした一つの　　　る。

体制であるという見解に基く限りでは，次のような考

えが行われるe　“1］ち鮒分裂縄者のように，生存　　　　　結論
の具体的なあり方一直接生起するなまの体験一一の　　　Maller↓yer図1移の変法を用いて・疾病，特に精神
　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　，　　　　　　サ際の態度・構えの様相が異質化してしまっているよう　　分裂病患者にみられる幾何学的錯視の臨床生理学的検

な場合に，かかる錯覚現象にも何んらかの影響が及ぶ　討を試みた・

とするのも決して無理な仮定とは思えない。筆者は，　　　　L外向図形と内向図形の比較による錯視効果をみ

このような観点から精神分裂病患者の錯覚，就中，　　　ると，全体としては，既知の効果が一応保たれながら

MUIIer－Lyer錯視（幾何学的錯視）に関する実験的検　　　も，やや不安定な印象を与えており，殊に，慢性の経

討を試み，若干の特徴を，把握することができた。　　　　過をたどっている好ましくない臨床像を呈する症例で

　例えば，MUIIer－－Lyer図形に基づく実験に際して，　　　は，錯視図の上でも，特異な錯視パターソを呈する。

既知の原則を容れないような特異性，即ち，その羽の　　　つまり，外向図形の過大視効果それ自体がくずれるこ

長さ・角度による錯視効果がかなり崩れ，錯視図に於　　と，及び，羽の長さ・角度の影響が失われることなど

ける回帰直線，y二a＋bx，に於ける，　bの値が全　　　の現象がみられた。尚，女子群では，男子群に比べ錯

般的に小さく，又，時に負の値を示し，錯視図の全　　　視効果が，明らかに，大きくなっている。

体が，不安定・不規則な印象を与える特異なパターン　　　　2・直線と外向図形の比較による錯視効果に就いて

が認められたりしている。尚かつ，相似的に大きさの　　　も，女子群の方が，効果が顕著に現われていることが

変る図形に基づく案験では，前回の報告4）と同様，　　　特徴的である。

△R／R鴇一定となる部分は認められず，Weberの法　　　　3・相似的に図形の大きさを変える実験で，椙対錯

則に桐当する関係は全く保存されていない。　　　　　　視量（％），△R／R×100（％），の値を求めたわけであ

　これらの現象は，精神分裂病特有の生存形態，つま　　　るが・男子群，女子群共に△R／R＝一定となる部分

り，了解不能性という，根本的・全体的な動向と，ひ　　　は見当らず，かつ又それぞれの錯視量の変異係数を

ねくれ，気まぐれなどの，日常・具体的な諸側面との　　　求めてみても，多くが50％以上となり，ばらつきが多

複雑な荷機的構造の中で，常に動揺する可能性を有　　　く，不安定な錯覚が起っていることがわかった。

し，現在のところ，その臨床像と錯視成立のパターン　　　　4・直線と内向図形の比較による錯視効果だけは，

の売全な一致性を即座に期待することは，困難であろ　　　男子群に比し女子群の方が小さくなっている。

う・　　　　　　　　　　　稿を終るに臨み，御懇篤なる鋤鱒と御校閲を賜i，
　しかし，Merleau－Ponty，の”有機休のもつ知覚の　　　ました上田五雨教授に深甚なる感謝の意を表します。

閾4，，その有機体の本質をあらわす個性的一定値のう　　また有益なる御助言を頂いた本山十三生助教授に心か

ちの＿つである。〃13）という言葉などは暫駒知勺な表現で　　　ら御礼を申し上げるとともに・終始・御協力をいただ

あ・が灘錨のあ・諌であ・て’こ嚇の心雛糟脇柳平蹴生に対し灘欄
理・生理的現象を対象とするかぎり，限りなくつきま　，　　なお，本論文の要旨は，第33回中信医学会及び第

とうに違いない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　176回東京生理談話会に於て発表した。
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